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～ 衛生害虫・衛生害獣について ～ 

飲食店では、衛生害虫・衛生害獣の侵入を防止し、定期的に駆除することが必要です。 

一旦侵入したゴキブリやネズミが店外へ出ていくということはほとんどありません。熱を

発する厨房機器が設置され冬でも暖かく、常に餌となる食物が置いてある厨房はゴキブリや

ネズミにとって天国といえます。そして、これらの害虫・害獣は異常なまでの繁殖力を持っ

ています。一度発見したら、その都度しっかりと対応していかないと大量発生する可能性が

あります。 

特にネズミについては、食材被害によるコストの発生や設備破損(電気コードをかじるな

ど)による機器の故障や火災の危険性があり、また、衛生上の問題も生じます。 

衛生害虫・衛生害獣対策を怠った場合、お店の信用や信頼を無くしてしまい廃業に追い込

まれることもあります。特にネズミは市販の薬剤では根絶できないことがあります。発見と

同時に専門業者への駆除依頼をすることをお勧めいたします。 

 

飲食店での衛生害虫・衛生害獣の発生原因 

飲食店でネズミやゴキブリ等が発生する場合、大きく店舗内に発生原因がある場合と店舗

の外から侵入してくる場合に分けることができます。具体的には次のようなケースです。 

■店舗内に発生原因がある場合 

・厨房の冷蔵庫や冷凍庫のコンプレッサーやモーター部分にチャバネゴキブリが巣を作る。 

・ゴミ箱や排水溝のグリストラップにチョウバエなどの飛翔昆虫が発生する。 

・ドリンクサーバー付近に果汁や糖分に誘引されて、ショウジョウバエが発生する。 

■店舗外から侵入してくる場合 

・客用、従業員用出入口、通気口などからネズミやハエが侵入する。 

・食材等を保管している段ボールにゴキブリやゴキブリの卵が付着し内部

に持ち込まれる。 

・店舗外廃棄物容器が密閉されていない場合、ネズミ、ゴキブリ、ハエ・

コバエが寄ってきて店舗内へも侵入する。 

・トイレや手洗い台などの排水管からゴキブリが侵入する。 

・こぼれたシロップや砂糖に誘引されて、窓やドアの隙間からヒメアリが侵入する。 

 

また、店舗の立地によっても対象となる衛生害虫・衛生害獣が異なることがあります。 

例えば、都市圏であれば下水道に住み着いているドブネズミやクマネズミの侵入が、自然

が多い郊外地域では里山に生息しているハツカネズミなどが多い傾向にあります。 

これらの発生原因は一例ですが、衛生害虫・衛生害獣を防ぐには、まずは発生状況、店舗

の構造の特徴、商品・食材の種類などから発生原因を突き止めることが必要です。そして発

生原因の特定と同時に、発生生物の同定（種類の特定）をし、対策をしましょう。 


